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第４章 建築メディアにおける情報伝達に内在する作法の整理                  
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注 1.11）中村義平二：知って得する建物の知 138 建
築図面の歴史 現物から次 「々写す」標準化の技術も








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































化するものや注 1.58）注 1.59）注 1.60）注 1.61）、被験者が撮影した写真や
アンケートの回答内容から眺望の選好傾向およびその要因を把











































































































































































































































東山 篤規ほか 訳，新曜社，2011 
 
注 1.86）モーリス・メルロー・ポンティ：知覚の現
象学 １，竹内芳郎ほか 訳，みすず書房，1967 
 
注 1.87）モーリス・メルロー・ポンティ：知覚の現













































































































































以上の本研究の構成を示したものが図 1.11 である 











































































































































































































































































注 2.7）本文中の図 2.4では、資料Ｃ No.080と資料








































































































































































































































































































































































































































ろ(表 2.10)、「定位」に 112/249 群と最も該当し、次いで「展



































































































































































































































































































単位からなる（たとえば：re-lire; contre tous; la vie humaine; 





































































































































































































































製図通則(JIS A 0150)が定められた 1958 年以降に掲載される作
品の配置図のうち、周辺建物等の描画がみられる 1985 年以降の













の図上方位との関係を分析する（図 3.1）。さらに図 3.1 が示す


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注 6.1）G.Nitschke：Anatomie der gelebten 
















































































































































奥行きを 15.0m に固定して、対面の幅を 3.0m から 15.0m まで、































のみ 0.25m、その間を 0.5m ずつに区分けし、各視点位置への度
数として記録した。これをもとに度数分布表を作成し、分析対
象とした(表 6.2)。 




















































































標である。図 6.5 に示すように、対面の見付幅 Fw と両側面の見







点群に着目すると表 6.4 に示す○a ～○ｈの８種の属性に分別する
注 6.9）Fwと両側面の Rwと Lwを比較する際、視
点位置は常に対面に対して正対しているものである
ため、Rw と Lw は常に同じ値となる。よって Fw











Fh=Gh が得られる視点群の前後の 2 つの視点群を







ことができた。㋙は Lw>Fw かつ Gh>Fh、Lw>Fw かつ Gh≦Fh、Lw
≦Fw かつ Gh<Fh による５つの視点群を有するモデル(視点群属
性○a )であり、同様に、㋚は Lw>Fw かつ Gh≦Fh、Lw≦Fw かつ Gh<Fh
による４つの視点群を有するモデル(視点群属性○ｂ)、㋝は
Lw≧Fw かつ Gh>Fh、Lw<Fw かつ Gh>Fh、Lw<Fh かつ Gh≦Fh による
５つの視点群を有するモデル(視点群属性○ｃ)、㋞は Lw≧Fw かつ
Gh=Fh、Lw≦Fw かつ Gh<Fh による４つの視点群を有するモデル
(視点群属性○ｄ)である。㋛、㋜、㋟、㋠は Lw>Fw かつ Gh<Fh、Lw
≦Fw かつ Gh<Fh による３つの視点群を有するモデル(視点群属
性○ｅ)であり、㋡、㋥、㋩は Lw<Fw かつ Gh>Fh、Lw<Fw かつ Gh≦
Fh による３つの視点群を有するモデル (視点群属性○ｆ)、㋢、㋦、
㋪は Lw<Fw かつ Gh≦Fh による２つの視点群を有するモデル(視





















































































































形状より Gh=Fh ないしは Gh<Fh の視点群の二者択一しかなく、


































































































































































面が H=9.0m である㋣、㋧、㋫のモデルについては、D=15.0m の
視点位置へ選好が偏っていることが認められるが、これは最大
面数を確保するために指向１が働いたと考えられる。一方で、
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②-093 ９坪ハウス“basic”I 邸 新建築住宅特集 2006 年 11 月号,pp.110～113,新建築
社,2006.10 
②-094 輪の家 新建築住宅特集 2006 年 11 月号,pp.150～155,新建築社,2006.10 
②-095 西麻布の住宅 新建築 2014 年 02 月号,pp.096～101,新建築社,2014.02 
②-096 元代々木の住宅 新建築住宅特集 2006 年 12 月号,pp.-060～ 067,新建築社,2006.12 
②-097 2004 新建築 2006 年 12 月号,pp.188～195,新建築社,2006.12 
②-098 桜台の住宅  新建築住宅特集 2007 年 01 月号,pp.107～112,新建築社,2006.12 
②-099 万華鏡の家 新建築住宅特集 2007 年 02 月号,pp.102～109,新建築社,2007.01 
②-100 目神山の家 19 新建築住宅特集 2007 年 02 月号,pp.054～059,新建築社,2007.01 
②-.101 北沢の家 新建築住宅特集 2007 年 03 月号,pp.116～121,新建築社,2007.02 
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②-.102 HOUSE A 新建築 2007 年 03 月号,pp.060～075,新建築社,2007.03 
②-.103 板橋のハウス 新建築住宅特集 2007 年 03 月号,pp.076～089,新建築社,2007.03 
②-.104 下鴨の家 新建築住宅特集 2007 年 04 月号,pp.148～153,新建築社,2007.03 
②-.105 クローバーハウス 新建築 2007 年 05 月号,pp.040～049,新建築社,2007.04 
②-.106 日本橋 川辺の家 新建築住宅特集 2007 年 06 月号,pp.108～113,新建築社,2007.05 
②-.107 モザイクの家 新建築 2007 年 07 月号,pp.104～111,新建築社,2007.06 
②-.108 朱雀の家  新建築住宅特集 2007 年 08 月号,pp.044～053,新建築社,2007.07 
②-.109 湯河原の家 新建築住宅特集 2007 年 08 月号,pp.118～124,新建築社,2007.07 
②-.110 都筑の家 新建築住宅特集 2007 年 11 月号,pp.084～089,新建築社,2007.10 
②-.111 KATA House 新建築住宅特集 2007 年 11 月号,pp.036～045,新建築社,2007.10 
②-.112 小鉄［Kotetsu］ 新建築住宅特集 2007 年 12 月号,pp.044～051,新建築社,2007.11 
②-.113 八丁堀・櫻庵 LC-SH12 新建築住宅特集 2007 年 12 月号,pp.036～043,新建築
社,2007.11 
②-.114 N 新建築 2007 年 12 月号,pp.142～151,新建築社,2007.12 
②-.115 狛江の住宅 新建築住宅特集 2009 年 09 月号,pp.120～129,新建築社,2009.08 
②-.116 IRONHOUSE 新建築住宅特集 2008 年 01 月号,pp.109～125,新建築社,2007.12 
②-.117 空の家 新建築住宅特集 2008 年 02 月号,pp.120～125,新建築社,2008.01 
②-.118 甲府の家〈radiate〉  新建築住宅特集2008年02月号,pp.058～067,新建築社,2008.01 
②-.119 名古屋・守山の家 新建築住宅特集 2008 年 02 月号,pp.074～081,新建築社,2008.01 
②-.120 北本の家 新建築住宅特集 2008 年 03 月号,pp.134～142,新建築社,2008.02 
②-.121 舞浜の住宅 新建築住宅特集 2008 年 03 月号,pp.092～097,新建築社,2008.02 
②-.122 弦巻の住宅 新建築住宅特集 2008 年 04 月号,pp.062～071,新建築社,2008.03 
②-.123 カヒナ 新建築住宅特集 2008 年 05 月号,pp.106～111,新建築社,2008.04 
②-.124 Base Valley 新建築 2008 年 07 月号,pp.156～167,新建築社,2008.07 
②-.125 回廊のある家 新建築住宅特集 2008 年 08 月号,pp.116～123,新建築社,2008.07 
②-.126 OUCHI 新建築住宅特集 2008 年 09 月号,pp.112～117,新建築社,2008.08 
②-.127 箱の家-124［佐藤邸］ 新建築住宅特集2008年10月号,pp.070～077,新建築社,2008.09 
②-.128 KONDO HOUSE  新建築住宅特集 2008 年 11 月号,pp.078～087,新建築社,2008.10 
②-.129 光の矩形 新建築住宅特集 2009 年 01 月号,pp.022～033,新建築社,2008.12 
②-.130 相間の谷 新建築住宅特集 2009 年 01 月号,pp.034～043,新建築社,2008.12 
②-.131 御代田山荘 新建築住宅特集 2009 年 01 月号,pp.098～107,新建築社,2008.12 
②-.132 宇都宮のハウス 新建築 2009 年 01 月号,pp.134～141,新建築社,2000.05 
②-.133 廊の家 新建築住宅特集 2009 年 01 月号,pp.126～131,新建築社,2008.12 
②-.134 GO-TEI 新建築住宅特集 2009 年 02 月号,pp.030～041,新建築社,2009.01 
②-.135 ②-VELA 新建築住宅特集 2009 年 03 月号,pp.064～071,新建築社,2009.02 
②-.136 天地のいえ 新建築 2009 年 07 月号,pp.048～061,新建築社,2009.07 
②-.137 我孫子の住宅 Kokage 新建築住宅特集 2009 年 09 月号,pp.048～055,新建築
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社,2009.08 
②-.138 SA ハウス  新建築住宅特集 2009 年 11 月号,pp.026～033,新建築社,2009.10 
②-.139 Piccolo Teatro 新建築住宅特集 2009 年 11 月号,pp.116～119,新建築社,2009.10 
②-.140 空方の家 新建築住宅特集 2009 年 12 月号,pp.076～083,新建築社,2009.11 
②-.141 MA-HOUSE 新建築住宅特集 2010 年 01 月号,pp.108～121,新建築社,2009.12 
②-.142 ひたち野うしくの家 新建築住宅特集2010年01月号,pp.040～047,新建築社,2000.12 
②-.143 dada house 新建築住宅特集 2010 年 02 月号,pp.074～081,新建築社,2010.01 
②-.144 たまらん坂の家 新建築住宅特集 2010 年 02 月号,pp.082～089,新建築社,2010.01 
②-.145 Tree house 新建築 2010 年 02 月号,pp.030～039,新建築社,2010.01 
②-.146 流星庵 新建築住宅特集 2010 年 02 月号,pp.112～121,新建築社,2010.01 
②-.147 夜ノ森の家 新建築 2010 年 02 月号,pp.066～073,新建築社,2010.01 
②-.148 内包する家  新建築住宅特集 2010 年 03 月号,pp.088～093,新建築社,2010.02 
②-.149 堀切の家 新建築住宅特集 2010 年 03 月号,pp.098～105,新建築社,2010.03 
②-.150 半居 新建築 2010 年 04 月号,pp.110～116,新建築社,2010.04 
②-.151 富士見町の家 新建築住宅特集 2010 年 05 月号,pp.024～031,新建築社,2010.04 
②-.152 pisopiso 新建築住宅特集 2010 年 05 月号,pp.094～101,新建築社,2010.04 
②-.153 A-ring 新建築住宅特集 2010 年 06 月号,pp.034～045,新建築社,2010.05 






③-001 深沢の家 新建築住宅特集 2011 年 10 月号 p82 新建築社 2011,09 
③-002 佐々木上原の家 新建築住宅特集 2011 年 10 月号 p86 新建築社 2011,09 
③-003 祐天寺の家 新建築住宅特集 2011 年 9 月号 p76 新建築社 2011,08 
③-004 大岡山の住宅 新建築住宅特集 2011 年 5 月号 p132 新建築社 2011,04 
③-005 HTG 新建築 2011 年 3 月号 p103 新建築社 2011,02 
③-006 東京郊外の家 新建築住宅特集 2010 年 6 月号 p82 新建築社 2010,05 
③-007  Kanta's Jungle LCSH-#14 新建築住宅特集 2009 年 7 月号 p24 新建築社 2009,06 
③-008  OUCHI-06 新建築住宅特集 2009 年 4 月号 p44 新建築社 2009,03 
③-009 楓燕居 新建築住宅特集 2009 年 2 月号 p22 新建築社 2009,01 
③-010 変形地・OFFSET 新建築住宅特集 2008 年 9 月号 p118 新建築社 2008,08 
③-011 G-house 新建築住宅特集 2008 年 7 月号 p130 新建築社 2008,06 
③-012 K 邸 新建築住宅特集 2008 年 4 月号 p120 新建築社 2008,04 
③-013 IRONHOUSE 新建築住宅特集 2008 年 1 月号 p120 新建築社 2007,12 
③-014 白山通りのいえ 新建築 2007 年 5 月号 p171 新建築社 2007,04 
③-015 e-HOUSE 新建築住宅特集 2006 年 7 月号 p57 新建築社 2006,06 
③-016 みちの家 新建築住宅特集 2006 年 7 月号 p99 新建築社 2006,06 
③-017 大口の家 新建築住宅特集 2005 年 12 月号 p95 新建築社 2005,11 
③-018 HIJIYAMA DUPLEX 新建築住宅特集 2004 年 11 月号 p112 新建築社 2004,10 
③-019 デッキハウス 新建築住宅特集 2004 年 11 月号 p73 新建築社 2004,10 
③-020 G 新建築 2004 年 9 月号 p142 新建築社 2004,08 
③-021 九段の家 新建築住宅特集 2004 年 8 月号 p126 新建築社 2004,07 
③-022 S-HOUSE 新建築住宅特集 2004 年 04 月号 p43 新建築社 2004,03 
③-023 Double-L 新建築住宅特集 2003 年 5 月号 p121 新建築社 2003,04 
③-024 ナチュラルウェッジ 新建築住宅特集 2003 年 3 月号 p105 新建築社 2003,02 
③-025 月寒の家 新建築住宅特集 2003 年 2 月号 p142 新建築社 2003,01 
③-026 SUGAR 新建築住宅特集 2002 年 7 月号 p105 新建築社 2002,06 
③-027 F1-ガレージ 新建築住宅特集 2002 年 6 月号 p27 新建築社 2002,05 
③-028 仲池上の住宅 新建築住宅特集 2000 年 8 月号 p106 新建築社 2000,08 
③-029 西田邸 新建築住宅特集 2000 年 6 月号 p124 新建築社 2000,05 
③-030 白金の家 新建築住宅特集 2000 年 5 月号 p36 新建築社 2000,04 
③-031 相模大野の家 新建築住宅特集 1999 年 11 月号 p146 新建築社 1999,10 
③-032 富ヶ谷の住まい 新建築住宅特集 1999 年 10 月号 p59 新建築社 1999,09 
③-033 姫路の家 新建築住宅特集 1999 年 9 月号 p140 新建築社 1999,08 
③-034 O-house 新建築住宅特集 1999 年 5 月号 p111 新建築社 1999,04 
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③-035 断層の家 新建築住宅特集 1998 年 11 月号 p104 新建築社 1998,10 
③-036 断床の家 新建築住宅特集 1998 年 11 月号 p112 新建築社 1998,10 
③-037 南青山の家 新建築住宅特集 1998 年 10 月号 p50 新建築社 1998,09 
③-038 立体土間の家 新建築住宅特集 1998 年 9 月号 p100 新建築社 1998,08 
③-039 大森の住宅 新建築住宅特集 1998 年 8 月号 p73 新建築社 1998,07 
③-040 阪田小屋 新建築住宅特集 1998 年 6 月号 p69 新建築社 1998,05 
③-041 美原の家 新建築住宅特集 1998 年 5 月号 p46 新建築社 1998,04 
③-042 江東の家 新建築住宅特集 1997 年 12 月号 p76 新建築社 1997,11 
③-043 南平台のアトリエ 新建築住宅特集 1997 年 10 月号 p130 新建築社 1997,10 
③-044 CAGE HOUSE 新建築住宅特集 1997 年 7 月号 p98 新建築社 1997,06 
③-045 遠ざかる家 新建築住宅特集 1997 年 5 月号 p34 新建築社 1997,04 
③-046 S-HOUSE 新建築住宅特集 1997 年 2 月号 p35 新建築社 1997,01 
③-047 曲り屋の家 新建築住宅特集 1996 年 9 月号 p57 新建築社 1996,08 
③-048 CRYSTAL UNITⅡ 新建築住宅特集 1996 年 8 月号 p135 新建築社 1996,07 
③-049 花見台のある家 新建築住宅特集 1996 年 6 月号 p146 新建築社 1996,05 
③-050 お花茶屋の家 新建築住宅特集 1995 年 10 月号 p149 新建築社 1995,09 
③-051 TAKAMATSU HOUSE 新建築住宅特集 1995 年 2 月号 p60 新建築社 1995,01 
③-052 MUSEE DE RUKI 新建築住宅特集 1994 年 11 月号 p89 新建築社 1994,10 
③-053 亀戸の家 新建築住宅特集 1994 年 10 月号 p59 新建築社 1994,09 
③-054 目黒不動の家 新建築住宅特集 1994 年 6 月号 p47 新建築社 1994,05 
③-055 吾妻通りの家 新建築住宅特集 1994 年 6 月号 p102 新建築社 1994,05 
③-056 ヨコスカハウス 新建築住宅特集 1994 年 6 月号 p110 新建築社 1994,05 
③-057 大井町の家 新建築住宅特集 1994 年 1 月号 p96 新建築社 1993,12 
③-058 今倉邸 新建築住宅特集 1993 年 3 月号 p64 新建築社 1993,02 
③-059 山坂の家 新建築住宅特集 1992 年 11 月号 p26 新建築社 1992,10 
③-060 駒場の家 新建築住宅特集 1991 年 10 月号 p119 新建築社 1991,09 
③-061 MIH 新建築住宅特集 1991 年 4 月号 p116 新建築社 1991,03 
③-062 吉田邸 長屋のクライスラービル 新建築住宅特集 1985 年 autumn p86 新建築社 1985 
③-063 見上げの家 新建築住宅特集 2012 年 12 月号 p183 新建築社 2012,11 
③-064 元浅草の住宅 新建築住宅特集 2012 年 3 月号 p82 新建築社 2012,03 
③-065 川口邸 新建築住宅特集 2011 年 11 月号 p55 新建築社 2011,10 
③-066 house M 新建築住宅特集 2011 年 4 月号 p68 新建築社 2011,03 
③-067 百人町の家 新建築住宅特集 2010 年 12 月号 p60 新建築社 2010,11 
③-068 YK 新建築住宅特集 2010 年 7 月号 p108 新建築社 2010,06 
③-069 House H 新建築 2009 年 12 月号 p152 新建築社 2009,11 
③-070 [laatikko] 新建築住宅特集 2009 年 11 月号 p20 新建築社 2009,10 
③-071 cross air 新建築住宅特集 2009 年 9 月号 p115 新建築社 2009,08 
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③-072 柿の木坂の家 新建築住宅特集 2009 年 6 月号 p24 新建築社 2009,05 
③-073 練馬の家 新建築住宅特集 2008 年 12 月号 p54 新建築社 2008,11 
③-074 SWING 新建築住宅特集 2008 年 11 月号 p100 新建築社 2008,10 
③-075 柱と床 新建築住宅特集 2008 年 7 月号 p25 新建築社 2008,06 
③-076 M"異化された場 新建築住宅特集 2007 年 6 月号 p78 新建築社 2007,05 
③-077 TROLLEY 新建築住宅特集 2007 年 6 月号 p95 新建築社 2007,05 
③-078 H"Orange 新建築住宅特集 2007 年 5 月号 p147 新建築社 2007,04 
③-079 庸 新建築住宅特集 2007 年 2 月号 p53 新建築社 2007,01 
③-080 WHITE BASE 新建築住宅特集 2006 年 11 月号 p66 新建築社 2006,10 
③-081 東北沢の住宅 新建築住宅特集 2006 年 7 月号 p134 新建築社 2006,06 
③-082 三角敷地の家 新建築住宅特集 2006 年 5 月号 p96 新建築社 2006,04 
③-083 HOUSE SH 新建築住宅特集 2006 年 2 月号 p101 新建築社 2006,01 
③-084 ヨウキ 新建築住宅特集 2005 年 11 月号 p126 新建築社 2005,10 
③-085 とやまの家 新建築住宅特集 2005 年 9 月号 p42 新建築社 2005,08 
③-086 田園調布の小さな家 新建築住宅特集 2005 年 8 月号 p122 新建築社 2005,07 
③-087 武庫之荘 F 邸 新建築住宅特集 2005 年 6 月号 p125 新建築社 2005,05 
③-088 Nt-house 新建築住宅特集 2005 年 2 月号 p79 新建築社 2005,01 
③-089 新中野の住宅 新建築住宅特集 2004 年 9 月号 p122 新建築社 2004,08 
③-090 襲の家 新建築住宅特集 2004 年 7 月号 p71 新建築社 2004,06 
③-091 アビコ 新建築住宅特集 2004 年 3 月号 p84 新建築社 2004,02 
③-092 殻の家 新建築住宅特集 2003 年 11 月号 p68 新建築社 2011,09 
③-093 G&G HOUSE 新建築住宅特集 2003 年 5 月号 p54 新建築社 2003,04 
③-094 M 邸 新建築住宅特集 2002 年 8 月号 p49 新建築社 2002,07 
③-095 鵜ノ木の家 新建築住宅特集 2002 年 7 月号 p85 新建築社 2002,06 
③-096 元麻布の家 新建築住宅特集 2002 年 5 月号 p99 新建築社 2002,04 
③-097 新緑住居 新建築住宅特集 2001 年 12 月号 p91 新建築社 2001,11 
③-098 空をつかまえる家 新建築住宅特集 2001 年 11 月号 p139 新建築社 2001,10 
③-099 ホワイトボックス 新建築住宅特集 2001 年 7 月号 p61 新建築社 2001,06 
③-100 池田山の住宅 新建築住宅特集 2001 年 5 月号 p43 新建築社 2001,04 
③-101 ４・１ 新建築住宅特集 2000 年 11 月号 p97 新建築社 2000,10 
③-102 鵠沼海岸の家 新建築住宅特集 2000 年 11 月号 p48 新建築社 2000,10 
③-103 g"house 新建築住宅特集 2000 年 4 月号 p94 新建築社 2000,03 
③-104 KUS ハウス 新建築住宅特集 2000 年 3 月号 p42 新建築社 2000,02 
③-105 八雲の家 新建築住宅特集 1999 年 12 月号 p26 新建築社 1999,11 
③-106 福島の家 新建築住宅特集 1999 年 11 月号 p61 新建築社 1999,10 
③-107 ナチュラルシェルター 新建築住宅特集 1999 年 10 月号 p72 新建築社 1999,09 
③-108 国立の住宅 新建築住宅特集 1999 年 10 月号 p82 新建築社 2011,09 
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③-109 「空」の露台 新建築住宅特集 1998 年 12 月号 p113 新建築社 1998,11 
③-110 曽谷の家 新建築住宅特集 1998 年 11 月号 p103 新建築社 1998,10 
③-111 駒込曙町の住宅 新建築住宅特集 1998 年 10 月号 p87 新建築社 1998,09 
③-112 Strata 新建築住宅特集 1998 年 8 月号 p158 新建築社 1998,07 
③-113 お花茶屋すきっぱー 新建築住宅特集 1998 年 6 月号 p128 新建築社 1998,05 
③-114 Re-Site House 新建築住宅特集 1998 年 5 月号 p91 新建築社 1998,04 
③-115 PF-2 新建築住宅特集 1998 年 4 月号 p114 新建築社 1998,03 
③-116 階段収納の家 新建築住宅特集 1998 年 3 月号 p119 新建築社 1998,02 
③-117 ちっちゃな家 新建築住宅特集 1997 年 11 月号 p125 新建築社 1997,10 
③-118 永久保邸 新建築住宅特集 1997 年 9 月号 p77 新建築社 1997,08 
③-119 FORMATION 新建築住宅特集 1997 年 5 月号 p133 新建築社 1997,04 
③-120 鷹番の家 新建築住宅特集 1997 年 5 月号 p162 新建築社 1997,04 
③-121 街なかの家 新建築住宅特集 1997 年 2 月号 p144 新建築社 1997,01 
③-122 ノコギリ屋根の家 新建築住宅特集 1997 年 1 月号 p130 新建築社 1996,12 
③-123 中伊豆の家 新建築住宅特集 1996 年 8 月号 p144 新建築社 1996,07 
③-124 新宿大久保の家 新建築住宅特集 1995 年 7 月号 p132 新建築社 1995,06 
③-125 甲府の家 新建築住宅特集 1995 年 2 月号 p156 新建築社 1995,01 
③-126 中塚ハウス 新建築住宅特集 1995 年 1 月号 p29 新建築社 1994,12 
③-127 WEB HOUSE 新建築住宅特集 1994 年 11 月号 p77 新建築社 1994,10 
③-128 アルテラーレ町屋 新建築住宅特集 1994 年 7 月号 p134 新建築社 1994,06 
③-129 境界線上の家 新建築住宅特集 1994 年 4 月号 p133 新建築社 1994,03 
③-130 一方堂ー和菓子処とすまい 新建築住宅特集 1993 年 8 月号 p93 新建築社 1993,07 
③-131 上連雀の家 新建築住宅特集 1992 年 11 月号 p43 新建築社 1992,10 
③-132 中野の家 新建築住宅特集 1992 年 7 月号 p59 新建築社 1992,06 
③-133 中田邸 新建築住宅特集 1992 年 5 月号 p69 新建築社 1992,04 
③-134 石壁の家 新建築住宅特集 1991 年 7 月号 p80 新建築社 1991,06 
③-135 鶴見町の家 新建築住宅特集 1991 年 3 月号 p122 新建築社 1991,02 
③-136 路地裏の家 新建築住宅特集 1990 年 10 月号 p50 新建築社 1990,09 
③-137 向島三枚仕立て 新建築住宅特集 1990 年 6 月号 p85 新建築社 1990,05 
③-138 YAOKICHI 新建築住宅特集 1990 年 4 月号 p82 新建築社 1990,03 
③-139 ブロック HOUSE-2 新建築住宅特集 1989 年 2 月号 p25 新建築社 1989,01 
③-140 F HOUSE 新建築住宅特集 1987 年 10 月号 p104 新建築社 1987,09 
③-141 信州の家 新建築住宅特集 1985 年 autumn p193 新建築社 1985 
③-142 中目黒の家 新建築住宅特集 2012 年 10 月号 p132 新建築社 2012,09 
③-143 K 新建築住宅特集 2012 年 7 月号 p58 新建築社 2012,06 
③-144 大宮の家 新建築住宅特集 2012 年 6 月号 p148 新建築社 2012,05 
③-145 N 邸 新建築住宅特集 2012 年 6 月号 p61 新建築社 2012,05 
 126 
③-146 調布の家 新建築住宅特集 2012 年 3 月号 p98 新建築社 2012,02 
③-147 スキマノイエ 新建築住宅特集 2012 年 3 月号 p62 新建築社 2012,02 
③-148 法面庭の家 新建築住宅特集 2012 年 2 月号 p122 新建築社 2012,01 
③-149 桜の家 新建築住宅特集 2011 年 12 月号 p118 新建築社 2011,11 
③-150 二重螺旋の家 新建築 2011 年 12 月号 p75 新建築社 2011,11 
③-151 御所西の家 新建築住宅特集 2011 年 11 月号 p120 新建築社 2011,10 
③-152 地面と屋根上の家 新建築 2011 年 4 月号 p118 新建築社 2011,03 
③-153  SKY GARDEN HOUSE 新建築住宅特集 2011 年 3 月号 p82 新建築社 2011,02 
③-154 ミンナノイエ 新建築住宅特集 2010 年 12 月号 p131 新建築社 2010,11 
③-155 タワーまちや 新建築住宅特集 2010 年 7 月号 p91 新建築社 2010,06 
③-156 妙蓮寺の店舗併用住宅 新建築住宅特集 2009 年 8 月号 p60 新建築社 2009,07 
③-157 美術館のような家 新建築住宅特集 2009 年 3 月号 p130 新建築社 2009,02 
③-158 ③-00VELA 新建築住宅特集 2009 年 3 月号 p67 新建築社 2009,02 
③-159 DOUBLE CUBE 新建築住宅特集 2008 年 10 月号 p47 新建築社 2008,09 
③-160 アトリウムハウス 新建築住宅特集 2008 年 9 月号 p94 新建築社 2011,08 
③-161 露地の家 新建築住宅特集 2008 年 8 月号 p133 新建築社 2008,07 
③-162 Oval Panel House 新建築住宅特集 2007 年 12 月号 p73 新建築社 2007,11 
③-163 colors 新建築住宅特集 2007 年 1 月号 p151 新建築社 2006,12 
③-164 box k 新建築住宅特集 2006 年 1 月号 p42 新建築社 2005,12 
③-165 粉浜の家Ⅳ 新建築住宅特集 2006 年 1 月号 p50 新建築社 2005,12 
③-166 東京ハウスカド 001 新建築住宅特集 2006 年 1 月号 p127 新建築社 2005,12 
③-167 UK 新建築住宅特集 2005 年 12 月号 p47 新建築社 2005,11 
③-168 松原の duplex 新建築住宅特集 2005 年 11 月号 p103 新建築社 2005,10 
③-169 studio d 新建築住宅特集 2005 年 7 月号 p43 新建築社 2005,06 
③-170 赤堤通りの家 新建築住宅特集 2005 年 6 月号 p103 新建築社 2005,05 
③-171 Ora 新建築住宅特集 2005 年 4 月号 p125 新建築社 2005,03 
③-172 Ca 新建築住宅特集 2005 年 1 月号 p132 新建築社 2004,12 
③-173 K 邸 新建築住宅特集 2004 年 4 月号 p105 新建築社 2004,03 
③-174 住宅#201 新建築住宅特集 2004 年 4 月号 p131 新建築社 2004,03 
③-175 自由が丘のコートハウス 新建築住宅特集 2003 年 5 月号 p85 新建築社 2003,04 
③-176 箱の家-49 新建築住宅特集 2002 年 4 月号 p111 新建築社 2002,03 
③-177 A residence+studio 新建築住宅特集 2002 年 1 月号 p141 新建築社 2001,12 
③-178 箕面半町の家 新建築住宅特集 2001 年 5 月号 p145 新建築社 2001,04 
③-179 白のアポロン 新建築住宅特集 2001 年 2 月号 p61 新建築社 2001,01 
③-180 中村中町の家 新建築住宅特集 2000 年 11 月号 p143 新建築社 2000,10 
③-181 一橋学園・M 邸 新建築住宅特集 2000 年 11 月号 p127 新建築社 2000,10 
③-182 ドミノ+ 新建築住宅特集 2000 年 9 月号 p108 新建築社 2000,08 
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③-183 新座の方舟 新建築住宅特集 2000 年 6 月号 p133 新建築社 2000,05 
③-184 夙川の家 新建築住宅特集 1999 年 10 月号 p111 新建築社 1999,09 
③-185 K・house 新建築住宅特集 1999 年 9 月号 p147 新建築社 1999,08 
③-186 北畠の家 新建築住宅特集 1999 年 6 月号 p68 新建築社 1999,05 
③-187 岐阜の住宅 新建築住宅特集 1998 年 12 月号 p80 新建築社 1998,11 
③-188 GOO FIELD 新建築住宅特集 1998 年 7 月号 p145 新建築社 1998,06 
③-189 ノア 1998 新建築住宅特集 1998 年 3 月号 p129 新建築社 1998,02 
③-190 パティオのある家 新建築住宅特集 1998 年 1 月号 p31 新建築社 1997,12 
③-191 北原さんの家 新建築住宅特集 1997 年 11 月号 p132 新建築社 1997,10 
③-192 邯鄲ハウス 新建築住宅特集 1997 年 10 月号 p161 新建築社 1997,09 
③-193 明石の家 新建築住宅特集 1997 年 8 月号 p82 新建築社 1997,07 
③-194 SCHOLA 新建築住宅特集 1997 年 8 月号 p124 新建築社 1997,07 
③-195 CASA O 新建築住宅特集 1997 年 3 月号 p158 新建築社 1997,02 
③-196 上高田の住宅 新建築住宅特集 1996 年 6 月号 p153 新建築社 1996,05 
③-197 Healtecture 小森 新建築住宅特集 1996 年 4 月号 p65 新建築社 1996,03 
③-198 石津邸 新建築住宅特集 1996 年 4 月号 p85 新建築社 1996,03 
③-199 Y STUDIO 新建築住宅特集 1995 年 9 月号 p112 新建築社 1995,08 
③-200 T-house 新建築住宅特集 1995 年 7 月号 p96 新建築社 1995,06 
③-201 藤枝 能舞台のある家 新建築住宅特集 1995 年 6 月号 p155 新建築社 1995,05 
③-202 東大泉の住宅 1994 新建築住宅特集 1995 年 2 月号 p52 新建築社 1995,01 
③-203 小路の家 新建築住宅特集 1994 年 11 月号 p55 新建築社 1994,10 
③-204 風くるまの家 新建築住宅特集 1994 年 10 月号 p122 新建築社 1994,09 
③-205 西荻の住宅 新建築住宅特集 1994 年 9 月号 p78 新建築社 1994,08 
③-206 彫刻家の住宅 新建築住宅特集 1994 年 7 月号 p103 新建築社 1994,06 
③-207 f ホールの家 新建築住宅特集 1994 年 4 月号 p98 新建築社 1994,03 
③-208 北国の家 雪中楽 新建築住宅特集 1994 年 3 月号 p139 新建築社 1994,02 
③-209 オプーレ 新建築住宅特集 1993 年 12 月号 p100 新建築社 1993,11 
③-210 連弧の家 新建築住宅特集 1993 年 2 月号 p124 新建築社 1993,01 
③-211 PIER HOUSE 新建築住宅特集 1992 年 12 月号 p55 新建築社 1992,11 
③-212 辰川の家 新建築住宅特集 1992 年 11 月号 p81 新建築社 1992,10 
③-213 F HOUSE 新建築住宅特集 1992 年 5 月号 p89 新建築社 1992,04 
③-214 九品仏永野邸 新建築住宅特集 1992 年 5 月号 p55 新建築社 1992,04 
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 分析対象である住宅作品 154 件について、外観写真ある
いは内観写真が連続する部分をそれぞれ外観写真群および
内観写真群と定義し、各写真群がどのように並ぶのかを判
別した「写真群の順列」と、各写真群内の写真について、
被写対象となる空間がどのように写真内に収められている
のかを判別することで、写真の属性による順列を検討した
「写真の属性による順列」の２観点から精査した。本稿で
は、図５に示した事例を用いて分析例を記述する。まず写
真の属性に着目すると、写真１、２は外観写真が並んでい
るためこれら２葉をまとめて外観写真群とし、写真３から
８は内観写真であることから、これら６葉をまとめて内観
写真群とする。これより、写真群の順列は｢外観写真群→内
観写真群｣分類となる。さらに写真群内の写真の順列に着目
すると、外観写真群内の写真は「外形」「部分」の属性が
並ぶことから、写真の順列は「展開(外形先行)」に分類で
きる。一方で、内観写真群内の写真は、図５に示すように
「主室」のまとまり、「副室」のまとまりと続き、再び「主
室」のまとまりが並ぶことから「回帰(主室先行)」に分類
できる。図５の事例のように「外部で建物に近づくように
移動し、その後に内観の主室からその他の室、最後に主室
へと内部を移動するような眺め」を意図した事例は複数例
みられ、それらを「表現形式④」として分類した（図６）。
これらは建物を訪問するかのような写真群の並びであり、
写真群の全て、あるいは最初の写真群のみに写真の階層順
を有しており、表現形式①～③と併せて「訪問-階層型」の
情報伝達の型としてまとめることができる。同様の手続き
を経て、写真群の順列および写真群内の写真の順列の観点
の照合により12の表現形式を抽出し、それらの意味内容を
整理することで、「訪問‐階層順」「訪問延長‐階層順」
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「辞去‐非階層順」「辞去延長‐非階層順」「外観内観交
互‐階層順」「外観内観交互‐非階層順」の６種の情報伝
達の型を導出した。（図６）。 
２‐４．写真による情報伝達 
前節までに導出した知見を以下にまとめる。写真の組み
合わせによる情報伝達の型としては「部分・全体連続型」
「多角的連続型」「空間移動想起型」「同類情報並置型」
「外観・周辺環境対応型」の５種を、写真の掲載順による
情報伝達の型としては「訪問‐階層順」「訪問延長‐階層
順」「辞去‐非階層順」「辞去延長‐非階層順」「外観内
観交互‐階層順」「外観内観交互‐非階層順」の６種を導
出した。これらの傾向に対して既往知見の援用によって意
味内容を解釈したうえで、同じ意味内容として括り取られ
る複数の型を、写真による情報伝達の作法として導出する。
結果的に、映像モンタージュには「自律的」な技法と「他
律的」な技法が存在するという瓜生による報告と注4）、アフ
ォーダンスに関して人間が備えている「仮想行動」につい
ての中村による報告から注5）、「自律的仮想行動の伝達」
「他律的仮想行動の伝達」の２種の作法を導出した（図
７）。「自律的仮想行動の伝達」とは、「訪問‐階層順」
のように、当該の情報から実際に空間を訪れずとも、直接
的に伝達したい仮想行動理解を理解することが可能な情報
伝達の作法である。一方で「他律的仮想行動の伝達」とは、
例えば「空間移動想起型」のように、当該の情報を一見す
るだけでは本質の理解には至らず、写真以外の情報を手掛
かりにすることによって、初めて本質の理解に至るという
情報伝達の作法である。 
一方で、上記の観点では整理することができない型につ
いては、Ｆ・ソシュールの言語の構造としての「統語構造」
と「範列関係」を援用注6）することで、「統語構造の伝達」
「範列関係の伝達」の２種の作法を導出した（図５）。
「統語構造の伝達」とは、「外観・周辺環境対応型」のよ
うに、複数の写真の組合せや配列によって、空間の構成あ
るいは空間の体験を理解させることを意図した情報伝達の
作法である。また、「範列関係の伝達」とは、「同類情報
並置型」のように、同一の建物内あるいは、異なる建物間
において、開口部や手掛けなどを連続させることで、特定
の空間要素の統一性や差異性などを理解させることが可能
な情報伝達の作法である。 
以上、個別に分析を施した写真の組合せおよび写真の掲
載順による情報伝達の型の意味内容を整理することによっ
て、写真による情報伝達の作法として「自律的仮想行動の
伝達」「他律的仮想行動の伝達」「統語構造の伝達」「範
列関係の伝達」の４種が導出された。 
３．配置図による情報伝達についての分析 
３‐１．分析の目的 
建築図面の中でも配置図は、敷地内における当該建築の
配置の説明のみならず、様々な周辺環境の様相を説明する
役割を担っていると予想される。ところで、我が国に1958
年より制定された建築製図通則（JIS A0150）によれば、
配置図は北を図面の上として描くことが原則とされている
が、建築メディアを概観すると、北以外の方位を図面の上
側とする配置図が散見される。これがある意図のもとにな
されているならば、図面の上側の方位（以降、図上方位と
する）の設定は、実体の建築空間あるいは周辺環境を説明
するために配置図の向きを意識したのだと考えられる。ま
た、配置図において、描画者や編集者はどこまでの範囲を
描くのかを決定する際、当該建築の周辺環境を説明するに
事足りる括りとりや当該建築を配置図内のどこに据えるか
の判断を行っていると予想される。ここに、配置図の「図
上方位」、「描画範囲」、「描画位置」の設定は、実際の
周辺環境を他者に伝達するためのある種の空間表現である
と捉えることができる。以上より、本章では、「現代日本
の住宅作品の配置図を対象に、実際の周辺環境に対する図
上方位、描画範囲および描画位置の設定傾向を分析するこ
とで、配置図による情報伝達の作法を抽出すること」を目
的とする。なお、本研究では新建築誌、新建築住宅特集誌
を分析資料とした。 
３‐２．分析の概要と結果 
分析対象である住宅作品の配置図 215 葉に対して、図上
方位、描画範囲および描画位置の３観点により精査した。
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本稿では、図８に示した事例を用いて分析例を記述する。
図上方位の観点に着目すると、事例の配置図は「南を上側」
として描かれており、さらにこれは接道方位を東とするこ
とで「前面道路位置を図面の左側」とする意図によるもの
だと捉える事ができる。一方で、描画範囲に着目すると、
最大で180m の範囲が描かれていることから、遠方域（全事
例の描画範囲を算出したうえで判定）である。加えて、描
画範囲と前面道路と直近の交差道路の幅員の大小関係との
関連性を確認したところ、前面道路より交差道路の幅員が
大きいことが分かった。ここから、「当該建物までの道の
りを広範囲で描く」という意図が看て取れる。また、描画
位置に着目すると、当該建物は図面上で右側に偏芯して描
かれており、描画位置と当該建物を中心とした４象限に描
かれている建物の平均建築面積との関連性を確認したとこ
ろ、「当該建物を偏芯して描くことで、同一規模の建物が
建ち並ぶ周辺環境の拡がりを示す」という意図が看て取れ
る。以上の３観点の照合結果が一致する事例が複数みられ
たことから、それらを図９に示すように表現形式⑬に分類
した。この表現形式⑬と同様の意図のもとに描かれた表現
形式⑩、⑪と共に、井上注 7）による報告を援用して「案内
的伝達」の作法としてまとめることができた。同様の手続
きを経て、図上方位、描画範囲、描画位置の観点の照合に
より14種の表現形式を抽出し、それらを既往知見の援用し
ながら意味内容を整理することで、「主体中心的伝達」「体
験的伝達」「案内的伝達」の３種の情報伝達の作法を導出
した。これらについて図９のように周辺の建物の規模の大
小関係（横軸）と周辺の道路の幅員の大小関係（縦軸）の
枠組みで整理した結果、例えば、「案内的伝達」の作法は
異なる規模が建ち並ぶ周辺環境においてのみ発現する作法
であることが確認できた。 
４．建築メディアにおける情報伝達の作法の整理 
４‐１．分析の目的 
本章の目的は「建築メディアにおける写真および配置図
による情報伝達の作法を、伝達内容、伝達手段の枠組み
によって体系化すること」とする。 
４‐２．分析結果 
前２章において導出した写真による情報伝達の作法で
ある「自律的仮想行動の伝達」「他律的仮想行動の伝達」
「範列関係の伝達」「統語構造の伝達」の４種、および配
置図による建築空間の情報伝達の作法「主体中心的伝達」
「体験的伝達」「案内的伝達」の３種について、言語学の
見地より個々の特徴を照合しながら整理した。まず、Ｆ・
ソシュールの報告によって注 8）、言語による情報伝達にお
いて重要な要素として【伝達内容（伝達によって聞き手に
理解させたい内容）】と、【伝達手段（意味を理解させる
ための手段）】の２水準があげられている。これらを建築
メディアにおける情報伝達に適用することで、情報伝達の
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作法を上記の２つの枠組みにより体系化することを試み
た。本稿では、第３章で導出した配置図における「案内的
伝達」の作法を例に分析例を記述する。 
「案内的伝達」の伝達内容に着目すると、当該建築のみ
ならず、前面道路や周辺の建物を広域で描いていることか
ら、当該建物と周辺環境が等価に扱われていると判読でき
るため、配置図に描かれている『全容』が伝達内容である
と言える。一方で、伝達手段に着目すると、異なる規模の
建物が建ち並ぶ周辺環境に対する当該建築の位置関係や、
当該建物までの周辺道路を構成的に描こうとする意図が
看て取れる。これは、奥山らの言語情報による「現象的側
面」と「体系的側面」のうちの後者と類似した情報伝達の
手段であり、これを本研究では『構成的手段』として整理
した注 9）。以上より、配置図における「案内的伝達」の作
法は『構成的手段』を用いて配置図に描かれている『全容』
を伝達する作法であると説明づけることができた（図 10）。 
以上、建築メディアにおける情報伝達の作法を、【伝達
内容】と【伝達手段】の２種の枠組みによって整理した結
果、伝達内容としては『主題』と『全容』によって、伝達
手段として『時系的手段』『構成的手段』『羅列的手段』
によって整理することができた。つまり、情報伝達に内在
する作法とは、上記の伝達内容の枠組みにおける２観点と、
伝達手段の枠組みにおける３観点によって体系化すされ
ることを明らかにした。 
５．結論 
５‐１．本研研究の結論 
本研究では建築メディアに掲載される「視覚像としての
空間の情報」および「記号による空間の情報」のうち、主
要な情報媒体としてそれぞれ「写真」と「配置図」を対象
に分析を施した。特に写真は「写真の組合せ」と「写真の
掲載順」に観点を分けて分析を施した。 
分析の結果、写真の組合せによる建築空間の情報伝達の
型としては「部分・全体連続型」「多角的連続型」「空間
移動想起型」「同類情報並置型」「外観・周辺環境対応型」
の５種を、写真の掲載順による情報伝達の型としては「訪
問‐階層順」「訪問延長‐階層順」「辞去‐非階層順」「辞
去延長‐非階層順」「外観内観交互‐階層順」「外観内観
交互‐非階層順」の６種を導出した。それらの意味内容を
整理することで、写真による情報伝達の作法として「自律
的仮想行動の伝達」「他律的仮想行動の伝達」「配列関係
の伝達」「統語構造の伝達」の４種を導出した。一方で、
配置図による情報伝達の型として14種を導出し、それらの
意味内容を整理することで配置図による情報伝達の作法と
して「主体中心的伝達」「体験的伝達」「案内的伝達」の
３種を導出した。上記の作法について、【伝達内容】と【伝
達手段】の２の枠組みから整理した結果、伝達内容におけ
る『主題』と『全容』の２観点と、伝達手段における『時
系的手段』『構成的手段』『羅列的手段』の３観点によっ
て建築メディアにおける情報伝達の作法を体系化される
ことを明らかにした。 
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